
大
脱
帽
加
堂
一
ρ
昭
三

t
一円値
m
y
a帽
捌
個
物
畠
町
八

.M-留
-a舗
伺
》

巷回十二害事言書..--現

f-r喧聖日ー-1'司二二盆Fニニ二草up召

一

捨
剛

印
紙
税
腔
止
論

生
物
の
美
的
進
化
・
・

露
両
亜
の
新
経
清
政
策
さ
農
業

祖

凪

官

加

ブ

ル

グ

ン

氏

の

諸

枇

命

円

主

義

評

論

歌

技

法

串

博

士

英
同
労
働
黛
の
銀
行
岡
有
論

物
慣
指
蚊
の
意
味

輩

教

授

法

串

博

士

敬
採
用
刷
閉
千
七

教
世

H
串
博
士

-
山
敬
投

組
問
鼎
一
・
4
J

講

師

側

済

単

士

雑

録

町
人
の
財
力
ご
士
農
刷
階
級
・

H
V
C
唱
己
忠
一
c巳国
t
r
に
つ
き
て
・
・
・
欽
技

英
吉
利
の
闘
際
海
運
牧
入
・
-
-
-
基

調
逸
帝
同
銀
行
の
経
券
制
度

法

A
品下

歌
投
組
情
串

WJJ

法
品
・
博

t

組
情
剛
nr博，
4
J

曲
歌
役
作
曲
串
士

健
保
保
険
特
別
骨
計
地
問
・
健
康
保
険
法
地
行
規
則

議

組

聡

神

戸

正

雄

川
村
多
賢
二

河

田

嗣

郎

地谷田

川口烏

虎古錦

三彦治

本
庄
栄
治
郎

財

部

静

治

小

島

昌

太

郎

汐

見

三

郎

一
• ， 



まE

出孟

町
人
由
財
力
と
士
農
雨
階
部

11籍

言葉

町
人
の
財
力
ざ
士
農
雨
階
級

|
|
「
汐
見
文
書
」
の
一
例
ー
ー

本

庄

栄

治

郎

徳
川
時
代
に
於
て
は
幕
府
が
財
政
困
難
に
陥
h
L
Z

同
じ
く
、
諸
侠
も
婦
之
に
悩
ま
さ
れ
て
居
た
ι
参
加
品
交

代
制
度
や
飢
土
の
縛
封
、
大
工
事
の
御
手
刷
聞
の
知
吉
、

或
は
一
般
作
活

ω
向
上
等
何
れ
も
諸
侠

ω
財
力
を
傾
り

し
む
る
仁
拠
つ
ず
力
ゐ
一
ム
リ
[
所
で
あ
る
必
に
於
て
諸

候
は
刷
農
策
や
剛
旅
脱
出
刷
山
県
を
採
り
、
利
税
を
重
凱

L
、
戒
は
滞
札
を
雌
品
H
l
て
一
時
的
急
を
凄
ぎ
、
物
宜
脱

出
骨
貞
政
策
を
押
印
6
.
御
川
上

ι稽
l
イ
山
知
行
扶
持
を
削

減
L
・
土
た
fH
姓
た
る
ご
町
人
た
る
ご
世
間
は
宇
金
銭

を
融
通
L
た
る
者
に
は
殊
過
を
拠
へ
椅
式
を
資
町
民
す
る

に
至
っ
た
o

「
世
事
見
附
録
」
に
「
武
家
ゆ
規
矩
を
も
排

へ
古
る
飢
凡
甲
山
り
百
性
、
又
は
由
緒
も
な
き
町
人
掠
を
税

第
ご
十
四
巻

第

蹴

，、

四

O
四

み
て
、
山
本
の
内
外
を
見
せ
聞
せ

τ年
分
暮
方
の
宛
行
を

誌
、
諸
事
彼
も
の
、
作
略
に
預
h
、
或
は
餌
分
如
行
の

肉
、
物
持
の
百
姓
な
ど
へ
用
金
を
鉱
山
心

L
、
戒
は
用
立

一
上
ゲ
金
の
多
少
に
随
ひ
褒
美
山
一
回
同
下
を
付
け
、
或
は
紋

一
付
の
一
服
を
央
.
又
は
切
米
扶
持
方
な
ど
山
内
へ
、
又
は
前

一
宇
帯
刀
を
見
し
、
又
は
物
式
を
授
り
な
ど
す
る
な

h
]

一
ご
い
ひ
、
或
は
「
近
楽
家
古
ヂ
ピ
“
抱
ら
る
に
も
金
子
何

一
枝
可
用
立
に
の
約
束
に
て
召
抱
」
、
是
を
仕
時
躍
り
用
人
な

ど
ピ
稿
へ

τ倒
分
知
行

ω仕
は
を
始
め
、

A
A
私
内
外
的

一
周
悉
し
い
、
皆
-
』

ω新
品
設
的
家
京
市
L

打
任
せ
抗
〈
有
伐

t
ぁ

一、、ノア」
C

F

J

一

身

J

十
一
一

然
L
諸
候
凶
一
則
政
印
刷
乏
士
側
縫
す
る
子
段

t
L
て
.

一
以
上
の
外
狛
霊
山
古
な
る
も

ωは
、
打
戸
大
阪
京
都
等
の

一
官
尚
か
ら
的
一
川
を
せ

L
こ
正
是
れ
で
あ
ら
う
。
「
挫
折

一
銭
拾
遺
」
に
「
背
熊
搾
了
介
が
十
件
内
諸
侠
的
借
金

ω数
は

一
日
本
に
在
ら
ゆ
る
金
の
歎
の
百
的
な
る
べ
[
ご
い
へ
る

一
は
、

r
r昨
日
町
内
年
の
市
引
な

h
o
ぞ
れ
よ
ら
じ
十
年
を

経
ぬ
れ
ば
今
は
千
情
な
る
べ

L
」
ご
レ
ひ
H

「
町
人
考
見

録
」
が
元
秘
前
後
五
六
十
年
間
に
大
名
貸
其
他
に
よ
っ

判l'昔、 H本財政史、 202訂以下
註世ijll:'骨髄消説書笹一、 IJ fi 
Ii1JJ、J:3 1~.( 

日本粧f舟j佐世告プ号、 :289.i(

)
)
)
)
 

1

2

3

4

 

‘、

" 



て
破
産
せ
る
京
都
の
商
人
の
こ
ご
を
書
き
記

L
た
も
の
員
が
あ
る
。
威
役
人
は
各
縫
い
r

ら
出
張
せ
る
役
人
で
最

で
あ
る
こ
苦
に
よ
っ
て
も
、
制
合
に
早
き
川
代
か
ら
諸
初
は
減
一
冗
を
粂
ね
て
屑
た
が
、
後
に
至
っ
て
町
人
が
戒

侠
が
的
合
政
策
に
依
頼
L
て
居
た
こ
ご
を
知
る
こ
ご
が
二

x
tな
b
臓
物
の
出
納
を
掌

t
掛
躍
は
臓
物
資
貝
に

出
来
る
。
而

L
て
享
保
十
四
年
り
著
た
る
「
抑
制
勝
鋭
」
に
一
闘
し

τ金
銭

ω授
受
保
管
を
な
す
も
の

τゐ
つ

τ佐
々

「
今
の
世
の
諸
侯
は
、
大
も
小
も
皆
首
を
た
れ
1

町
人
一
戒
一
五
が
之
を
粂
ね

τ居
る
ο

大
阪
の
掛
屈
は
江
戸
の
札

に
無
心
を

νひ
、
江
戸
、
京
都
、
大
M
H
共
外
出
陣
々
の
宮
-
差
ピ
共
仁
大
小
武
家
の
金
融
機
闘
で
ゐ
っ
て
大
名
の
方

商
を
殺
で
、
其
紙
付
計
に
て
世
を
波
川
匂
」
ご
あ
る
仁
よ
で
は
掛
屋
に
謝
l
て
扶
持
を
奥
へ
、
家
老
刷
版
に
待
遇

っ
て
見
れ
ば
、
如
何
に
官
向
に
依
頼
す
る
所
が
大
な

h

L
た
も
り
で
ゐ
る
o

就
中
的
地
謡
右
術
門
的
如
き
は
加

し
か
を
知
る
ご
共
に
、
闘
内

ω
命
艇
を
本
提
せ
る
町
人
一
伐
、
腕
品
、
阿
波
、
附
山
・
柳
川

ω
古
川
裕
凶
掛
屈
を
勤

の
勢
力
川
如
何
に
掛
大
正
な
る
至
b
し
か
を
知
る
こ
一
リ
町
、
同
地
州
紀
州
内
用
法
十
粂
ね
、
扶
持
氷
山
み
と
し
も
合

ご

が

出

家

ゃ

う

。

‘

一

計

一

高

石

に

達

、

別

家

に

て

き

へ

七

十

人

扶

持

を

受

一

一

一

一

け

に

も

山

り

が

ゐ

る

。

き

れ

ば

泌

善

、

一

中

五

(

平

川

町

年

計

兵

耐

)

賞
川
諸
侠
は
米
殺
其
仙
の
周
産
主
民
抑
ふ
た
め
に
大
一
平
八
五
(
天
王
室
主
耐
)
等
戸
商
昨
M
M
m
揮
の
円
筒
生
活
は
大
名

阪
叉
は
江
戸
に
減
日
開
敷
を
設
け
た
も
の
で
わ
る
。
江
戸
一
に
類
す
る
税
で
あ
っ
た
ご

ν
ふ。

仁
減
U

州
政
セ
設
り
た
も
の
は
主
三

L
て
奥
州

ω諦
伎
で
一
か
く
の
如
、
品
川
川
越
で
ゐ
る
か
ら
誠
元
が
議

ω財
政
に

あ
る
が
、
西
側
中
国
北
岡
立
帥
縦
士
始
め
、
聞
東
山
恥
化
一
刻

L
τ
引
す
る
力
は
貨
に
大
な
る
も
の
が
ゐ
っ
た
J

例

の
議
伎
で
も
仰
し
諸
侠

ω
大
部
分
り
も
の
ド
何

μ
も
大
一
へ
ば
仙
当
滞
に
於

τは
そ
の
抑
制
元
を
糊
め
し
も
の
前
後

阪
に
戒
um
敷
合
設
け
、
岡
康
を
わ
民
抑

υ、
又
は
そ
れ
を
一
放
家
に
及
ん
で
居
る
が
、
特
に
大
阪
山
升
尿
卒
右
術
門

祇
賞
こ
し
て
金
を
借
り
た
も
の
で
あ
る
。
ご
の
関
係
は
有
名
な
も
の
で
あ

h
、
海
保
清
陵
が
「
升

大
阪
の
減
卜
H

敷
に
は
旗
役
人
、
放
一
冗
、
小
の
仙
毒
一
の
大
身
k
を
一
人
に
て
引
受
り
」
一
再
々
さ
い

雑

錐

町
人
。
財
力
t
E

士
盛
岡
階
級

掛
足
等
の
職

第
二
十
四
各

四

O
M

じ

~ 

事担
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雑

紘

町
人
の
財
力
と
士
盛
岡
階
赦

都
二
十
四
番

四

O
六

封，

抗

J、

へ
る
如
(
、
升
一
応
ト
ド
よ
っ
て
務

ω
則
政
が
左
右
苫
れ

τ
外
な
き
調
羽
目
に
陥
る
。
「
役
人
じ
心
中
無
念
な
ら
め
、

居
た
も
り
で
ゐ
る
。

L
か
れ
ど
も
主
君
の
潟
め
な
れ
ば
武
士
道
も
拾

τ、
町

四

一

人

ω
太
被
持
を
す
る
孟
正
、
な
れ
ち
」
ぜ
い
ふ
有
様

凡
そ
武
士
正
町
人
己
の
間
に
一
皮
ぴ
貸
的
関
係
が
結
一
で
ゐ
っ
た
。

ば
る
れ
ば
、
容
H

却

に

決

憐

す

る

こ

と

得

ず

、

利

息

に

一

軍

利
息
を
生
み
元
金
に
一
冗
金
が
加
は
・
9
.

愈
I
深
み
へ
陥
一
以
上
り
一
般
的
叙
越
に
謝
し
て
私
は
一
-
、
に
舟
同
務

つ
t
行
〈
も
の
で
あ
る
。
殊
に
不
作
で
も
あ
れ
ば
税
枕
一
の
一
一
例
を
皐
げ
た
い
。

枚
入
は
減
少
し
、
臨
時

ω
用
途
が
均
め
ば
新
川
川
金
が
必
一
丹
市
婚
は
河
内
に
在

h
、
高
一
高
一
千
伶
石
で
あ
る
G

要
ご
な

h
、
元
金
は
地
か
利
息
す
ら
挑
ひ
得
r
d

る
一
一
己
↑
明
和
的
頃
.
大
阪
の
和
泉
尾
仰
兵
術
が
そ
山
城
一
冗
で
あ

、
な

h
返
憐
は
愈
凶
雄
ど
な
ら
3
る
を
得
な
'
ぃ
。
そ
こ
一
っ
た
。
「
汐
見
文
書
」

ω中
、
明
和
四
年
一
月

ω
和
泉
一
周

で
貸
主
に
山
田
て
氷
年
州
返
怖
、
利
金
弛
除
等
十
四
四
尚
一
仰
兵
衛
よ

h
山
「
乍
恐
書
付
を
以
本
願
候
」
ご
記
し
て
差

す
る
に
至
る
U

成
一
五

ω方
は
利
金
や
扶
持
米
、
附
属
り
一
出
せ
る
文
書
に
よ
れ
ば
、
丹
市
部
に
於
工
も
同
株
臓
一
苅

附
物
北
(
他
山
牧
入
で
大
祇
は
十
年
も
す
れ
ば
一
冗
金
は
一
巡
の
融
通
に
よ
っ
て
山
聞
か
l

則
政
を
や
り
繰
り

L
T
居
た

へ
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
叫
炉
、
る
要
求
い
も
肱
宇
る
も
一
も
の
で
あ
り
‘
返
銀
は
滞
ム
リ
新
借
金
は
相
お
む
航
路
で

ι泌
が
し

の
で
あ
る
が
、
一
方
が
川
金
を
踏
倒
せ
ば
他
方
は
締
貸
一
ゐ
っ
た
。
こ
の
妹
越
金
改
善
す
る
た
め
に
和
泉
尿
侍
兵

の
方
法
に
よ
っ
て
も
之
に
調
抗
す
る
に
至
る
o

印
L
周
一
衛
は
、
今
後
江
戸
上
方
で
の
借
金
政
策
を
打
切
る
こ

述
町
人
仲
間
山
も
の
が
相
談
し
て
共
大
名
に
は
資
金
h
r
-
z
、
首
時
M

守
秘
が
そ

ω艇
投

ω今
か
ら
ざ
る
部
分
を
投

融
泌
せ
な
い
-
て
己
、
す
る
。
そ
の
大
名
の
役
人
は
沿
方
一
号

l
江
戸
表
山
続
設
を
節
減
i
十
分
取
締
り
を
な
す
こ

な
〈
蓄
の
貸
主
に
詫
び
入
り
贈
物
な
ど
を
な

L
、
古
備
え
勝
手
向
倹
約
ヶ
励
行
す
る
こ
ご
等
意
見
を
越
4

金
を
返
へ
し
機
嫌
を
取
っ
て
哀
仁
貸
金
を
依
頼
す
る
の

τ居
。
、
若

L
か
f
り
如
〈
改
革
が
行
は
る
、
な
ら

1昼福雄、務官11窪稿。財政献態的問革、(圃車E子市雑誌第三十丸巻八腕)
稽古説(日本組掛叢書巻十八、 263Ji)
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ぱ
、
江
戸
上
方
正
も
仰
仙
川
方
は
自
ら
引
受
付
、
作
品
上
、
上

左
御
物
成
二
俄
も
引
受
り
し
め
ら
る
、
な
ら
ば
瀧
財
政

に
破
綻
を
生

A
E
L
め
宇
、
且
他
り
銀
主
よ
h
伯
銀
苦
る

ω
必
要
な
き
ゃ
う
取
計
ふ
べ
き
旨
を
述
べ

τ居
る
c

削

も
一
介
内
町
人
が
務
政
仁
本
山
時
L
、
品
開
約
を
慾
泌

L
.

人
で
背
負
工
立
つ
の
怠
気
込
で
ゐ
る
が
、

こ
れ
を
見

τも
如
何
仁
成
一
元
な
る
も
の
、
勢
力
あ
ハ
[
一

務
別
政
を
一

か
を
想
見
す
る
仁
足
る
℃
ゐ
ら
7
0
-
一渇川

るカミ
o Iこ

乙
た
め
に
そ

事
怖
を
明

会
文
を
録
せ
ば
次

ω如
〈
で
あ
一

'q目
的
占
刊
を
以
本
刷
依

制
J

品
川
凶
え
仰
山
入
被
お
仰
付
、
去
る
巾
年
よ
り
刷
胸
元
刷
叫
い
蛇
細
川
仰

付
制
下
山
山
本
山
献
。
身
不
行
に
は
制
出
怯
出
品
去
悲
お
は
制
川
向
抑
制

抑
制
巾
似
叫
北
、
川
ι主
恐
々
蜘
仙
叫
政
L

々
山
刊
却
、
身
不
向
之
私
悦
に
刷

出
航
仰
げ
刷
川
山
千
此
訓
州
制
帥
本
有
出
羽
似
山
晶
、
川
両
去
非
は
制
制
分

御
掛
E
多
仰
出
供
刷
、
刷
物
成
品
川
減
砂
利
、
住
一

l
れ
戸
制
表
制
臨
叫
一

A
昨
年
制
入
川
多
御
臨
一
献
に
付
御
一
弘
附
川
淵
州
市
、

H
m
h川
喜
都
内
川
摘
も
制
一

A
H
力
企
に
て

U
抑
被
民
情
刷
出
献
に
刊
、
去
悲
私
共
に
)

J

刷
制
逗
耕
平

被
瓜
此
下
併
に
村
、
私
品
目
不
止
叩
J
、
加
入
之
有
迄
品
手
主
航
川
副
主
戸

地
米
有
侃
い
い
川
、
段
々
御
馴
車
中
似
位
共
何
分
御
手
引
制
御
世
、
御

一
過
金
齢
被
凶
此
被
仰
位
、
午
手
引
州
知
川
止
悲
御
山
旧
共
に
而
去
暮
は
共
値
相

雑

並並

同
人
自
制
力
と
士
凪
幅
削
陪
融

政
巾
怯
川
町
A
、
ケ
陪
怖
に
年
々
御
借
川
組
4

品
川
哨
舵
而
は
私
共
仰
川
向
跡

取
鋭
、
縦
訓
制
分
例
目
立
年
仰
庇
粧
共
、
此
上
山
勝
手
向
仰
眠
締
り
不

純
綿
成
杭

u
cは
木
々
州
制
由
之
刊
加
佐
山
恥
昨
右
恥
a

然
は
何
泊
中
比
仰

上
々
保
市
中
初
岬
山
弘
中
山
休
仰
一
祉
ニ
御
倫
約
惜
品
川
日
、
内
一
川
出
叫
抑
取
締
り

不
仙
川
瓜
此
杭
は
ピ
位
、
私
拙
之
者
加
相
川
科
山
川
大
出
来
心
什
航
作
北
川
、
何
分

制
問
山
掛
川
劫
蔀
布
供
。
依
之
川
副
志
之
日
時
百
上
日
枇
供
荒
々
恐
多
供

血
中
右
保
科
共
、
乍
近
年
制
川
向
内
事
側
髄
在
杭
儀
制
臨
杭
仰
は
、
何
卒
此

J
山
手
主
制
御
山
伽
手
い
時
宜
制
時
成
帳
掠
牢
枯
似
。
-
乍
恐
訂
戸
刷
去
訟

版
仰
い
単
純
リ
似
絹
仰
品
目
、
御
仙
川
之
能
川
江
戸
御
去
上
方
ル
ル
ハ
一
同
制
附

髄
仰
向
、
拍
亦
制
齢
手
向
政
政
刷
仏
側
約
制
逃
伽
以
山
被
下
依
川
本
刷
上

腕
J
持

J
に
て
布
御
川
地
企
之
併
は
拙
々
嗣
川
世
間
槻
山
地
悦
様
仕
鹿
市
耶
有
供
。

右
に

H
上
・
々
株
並
酬
家
中
出
帆
制
一
一
統
に
日
川
珂
端
浦
市
引
先
皮
御
倫
約
之

刷
仕
立
被
何
州
付
、
江
戸
御
表
制
基
右
年
分
一
ニ
千
凹
対
百
嗣
担
と
、
足

利
御
制
分
刷
物
成
に
て
年
々
蜘
神
間
被
遊
侠
政
側
叩
付
供
は
、
制
伯
刑
カ

年
々
少
主
・
叫
に
で
も
御
誕
金
同
市
成
供
は
帥
開
制
仙
川
左
も
刷
山
間
吋
巾

と
本
土
竹
航
。
何
分
有
之
泊
年
々
F

ト

L
U制
的
川
州
抑
快
而
は
白
私
共
庁
え

も
封
印
?
々
刷
肱
元
叫
御
越
川
問
削
叩
肱
川
は
、
れ
鈷
と

A
叫
に
腕
時
間
成

杭
阿
は
制
百
舵
方
土
御
川
向
掛
仰
付
杭
共
、
第
一
制
仙
川
ゆ
駒
山
御
時

私
仰
は
、
巾
々
月
々
州
制
も
向
指
宜
可
被
此
と
布
川
凶
器
供
左
保
之
時
は

私
共
は
不
及
山
中
上
制
制
分
御
宵
姓
中
も

A
山
に
可
申
と
仏
紙
北
神
千
向
車
中

佐
航
。
小
江
崎
依
而
は
何
位
御
大
切
に
山
本
古
帆
て
山
仙

O
杭
共
行
日
間
ム
号
、
不

申
御
山
出
世
帯
右
候
a

右
之
此
乍
弘
御
崎
擦
も
可
ι

付
制
臨
と
出
品
小
作
慨
。
乍
此

上
身
平
内
之
私
共
拙
赴
説
集
間
的
耐
刊
候
御
恥
金
之
防
御
山
間
候
刊
は
.
其

年
々
速
に
一
正
利
比
訓
延
金
融
下
候
而
巧
成
に
も
仰
川
向
相
勘
恒
様
被
焔

第
二
十
四
巷

1L 

凹

O
七

第

腕

組禽材、昔 111村目別村を飛DJJ戸材、j>}南維は下町幽足利郡に於て五十部村、

地として管轄 Lて刷る。
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雑

録

町
へ
由
財
力
具
」
士
盛
踊
階
曲

第
二
十
四
番

回

O
A

第

盟E

O 

仰
吋
被
下
院
様
、
此
上
御
仕
拙
叫
立
山
被
下
候
様
之
畑
山
間
私
北
加
入
之
は
な
い
か
。

者
共
と
も
に
此
〈
事
刷
上
供
。
叫
ぶ
川
崎
候
は
t
は

年

々

御

仙

川

方

相

』

、

市
み
御
物
叫
に
て
訪
中
川
引
い
札
彼
此
間
以
と
奉
拙
仏
語
供
何
北
、

rド
恐
仰

l
l
r
-
J

川
向
日
拙
仰
吋
並
雌
初
動
市
長
。
私
礼
儀
御
室
刷
恭
之
削
除
制
随
一
佐
川
配
代
に
於
ザ
し
は
農
村
を
郁
合
か
ら
引
雌

L
、
農

供
符
は
御
大
切
よ
制
ぷ
御
一
取
締
之
保
不
山
』
上
快
は
亡
は
午
恐
御
叫
に
も
一
民
士
町
人
hr
ら
隔
雌
ず
る
-
』
ご
が
酬
明
組
で
ゐ
っ
た
。
然

不
川
成
川
情
放
、
御
家
紋
助
手
向
仰
取
締
之
一
凶
刷
木
切
に
本
命
日
艇
に
付
中
市

L
行
際
に
於
て
以
市
中
に
近
き
由
民
‘
山
部
は
自
ら
市
風
に
化

刷
L
t
t
μ

、
主
仏
古
田
中
上
館
山
岨
一
世
見
附
召
J
削
町
民
雌
之
上
、
制
一
作
法
制
ER

一
一
せ
ら

μ
t
の
み
な
ら
や
ヲ
、
農
民

ω中
仁
は
町
人
的
生
活

長

選

続

伽

z
g
z
r江
戸
上
方
と
も
御
罪
主
制
一
を
茨
み
、
之
を
け
随
一
ご
し
て
進
み
、
戒
は
町
人
ご
縁
組

ι

ド
負
可
中

l
供
。
比
上
、
上
力
刷
物
成
之
山
岡
山
柿
制
品
仰
什
蝕
下
供
は

一
を
な

L
、
ー
た
は
農
業
を
厳
し
J
L
小
商
業
を
姐
H
U
b
の

州
大
陸
川
一
柳
雌
航
様
胤
捌
仕
、
外
拙
主
方
S
御
引
り
人
不
仙
川
叫
成
供
北
一
『

柳
川
主
M
制
臨
恨
山
械
に
叫
斗
御
叫
第
一
山
M
H
H
山
阜
市
存
供
。
右
側
之
曲
一
が
め
っ
た
o

加
之
町
人
の
資
カ
も
漸
次
農
村
に
没
入

L

乍
恐
秘
話
間
H
、
品
仰
貸
出
世
一
お
成
下
航

uf世
利
点
有
供
。
以
上
一
た
こ
ど
、
考
へ
ら
れ
る
心

明
利
川
門
亥
年
一
一
H

利
内
部
封
伸
兵
耐
印
蛍
時
農
民
所
一
仰

ω一
一
品
諦
田
畑
に
つ
い
て
は
法
律
上
水

御
家
を

-r肱
代

UN貨
が
禁
止
せ
ら
H

い
て
ゐ
た
が
、

rn姓
の
田
州
で
も

制

拙

川

崎

雨

前

な

き

刷

後

新

問

、

高

論

あ

る

川

州

正

雄

、

州

出

入

品

川

'
=
的
意
見
市
同
に
封

L
て
藩
の
家
老
共
が
「
右
刷
之
越
一
等
所
持
の
も
の
は
資
貝

L
符
た
も
り
仁
み
る
o

百
円
、
百

44制
令
承
知
良
品
四
月
中
江
戸
表
わ
川
山
下
。
議
定
書
可
刻
持
の
高
諦
田
畑
正
雄
、
名
を
質
入
仁
和
「
て
悶
畑
を

お
遺
候
。
右
之
段
相
違
紙
之
候
以
上
し
ご
て
記
名
刺
印
手
離
す
こ
己
が
行
は
れ
、
土
地
粂
併
心
弊
ゐ
り
し
個
、
ご

[
、
克
に
務
主
高
木
ー
ド
水
一
止
が
願
書
の
北
両
に
「
表
書
一
は
一
般
に
認
め
ら
引
い
て
ゐ
る
所
で
あ
る
ご
愉
一
明
な
る
百

之
泌
相
違
保
之
者
也
」
ご
記
[
仁
川
じ
く
訓
印

H
る
知
一
一
雄
は
兎
も
角
、
然
ら
ざ
る
者
は
団
地
を
質
に
も
入
れ
て

き
‘
政
治
的
推
力
者
も
詮
仁
終
掛
的
支
配
者
的
前
に
は
貢
利
及
び
生
活
的
途
を
工
而
[
・
ま
た
或
は
組
母
子
、

頭
が
上
ら
す
、
そ

ω地
紋
全

t
頗
例
ぜ
る
戚
が
ゐ
る
で
紙
郭
諸
共
他
類
似
の
方
扶
で
多
少
干
も
金
融

ω注
が
開

拙著、近世農村問題止論、 69耳目下、 1461~(以下、

問 t、1591'1:以下
1) 

町

気.



かれい

τゐ
た
も
の
で
あ
る
o

比
等

ω土
地
の
譲
渡
、
資
ま
た
文
政
六
年
閲
畿
の
政
成
新
国
(
尾
直
珂
海
部
郡
?
円
)

金
融
通
等
の
場
合
に
、
必
宇

L
も
農
民

ωみ
に
限
ら
争
が
、
そ
の
始
め
に
は
戸
田
村
の
家
鹿
山
田
弾
六
等
七
名

町
人
の
F
H
H
力
が
H
M

叫
に
及
び
し
こ
己
ゐ
る
ぺ
き
は
想
像

L
一
一
炉
資
金
を
山

L
て
之
に
着
手
せ
ん
ご
し
た
が
、
朝
起
七
年

得
る
所
で
あ
る
が
、
特
に
土
地
象
併
に

IAQ
地
主
、
新
一
泡
延
新
旧
大
河
内
庄
兵
術
等
十
人

ω合
資
組
織
ご
な

団
関
畿
に

4
る
地
涜
等
に
は
町
人
出

ω
も
の
も
少
〈
な
一

b
、
や
が
て
名
古
川
胞
の
官
向
住
民
惣
助
が
一
部
の
持
分

か
っ
た
の
で
あ
る
o

一e
ぜ
譲
受
げ
て
山
資
L
、
倍
々
数
年
の
後
な
る
天
保
二
年

七

一

に

は

純

資

本

主

は

そ

の

地

を

資

却

し

て

概

ね

名

古

照

宮

新
国
凶
殺

ω場
合
に
町
人
の
資
力
が
之
れ
に
加
は
り
一
尚
の
子
に
師
!
.
笹
尾
惣
助
川
山
知
さ
は
全
而
践
の
二
割

L
-
』
古
は
往
々
仁
し

τ之
を
見
る
o

例
へ
ば
深
野
新
国
七
分
強
を
占
む
る
に
至
っ
た
ご
い
ふ
。

(
M
M
川一一山一川州

M
m
m仰い
U
に
は
W
H

水
二
年
四
月
大
阪
雄
以
上
の
如
き
例
は
向
他
に
も
存
す
る
彪
で
あ
る
が
川

波
別
院
が
企
業
主
ど
な
っ
て
附
佼
に
右
手
L
た
も

ω
で
償
昨
一
般
に
町
人
請
負
新
聞
正
砕
し
て
町
人
一
炉
開
銀
セ

あ
る
が
、
寺
は
開
墾
特
許
上
制
金
的
六
制
を
A
H
路
(
、
一
計
査
喧
し
ニ
己
ゐ

h
L
に
徴
す
れ
ば
、
新
田
開
畿

ω
場

四
割
は
開
銀
者
二
十
四
名
が
こ
れ
十
一
負
抱
L
た
o

寺
方
合
に
町
人

ω資
力
の
加
は
ふ
り
し
こ
ご
は
必
や
し
も
少
か

ω銀
方
肝
煎
の
中
に
は
大
阪
町
人
が
多
か
っ
た
が
、
開
一
ら

F
b
L
ニ
ご
で
あ
ら
う
。

加
盟
者
小
に
も
多
数
山
大
阪
町
人
が
加
は
っ
て
居
っ
た
。

蓋
彼
等
は
一
一
糊

ω企
業
者
己
ー
し
て
問
釦
占
有
に
加
は
ら
し

も
の
で
ゐ
っ

τ賞
隠
の
聞
製
作
業
は
下
請
作
人
士
し

τ

之
仁
川
お
ら
し
め
た
も
の
で
あ
る
c

北
(
後
一
字
削
体
ヒ
年
同
引
に
一

な
れ
ば
深
野
新
旧
り
北
宇
部
を
的
他
局
が
布

L
、
十
問
宇

部
は
一
宇
野
い
庄
の
手
に
蹄
し
て
仕
舞
っ
た
ご
い
ふ
o

雑

町
人
心
則
力
と
上
焼
旧
階
組

姑

唱、，J 

「
汐
見
文
品
目
」
り
内
じ
は
天
明
四
年
民
二
月
、
丹
市
郡

ハり丹
F

川
村
、
太
井
村
、
県
山
村
、
特
生
村
、
菅
生
出
在

家
村
、
東
野
村
、
北
野
町
村
、
市
伶
部
村
、
原
寺
村
、

北
伶
郎
村
.
北
村
、
野
村
、
松
山
村
西
川
村
丹
下

村
、
丹
北
郡
山
り
一
沖
庄
村
・
向
井
村
、
出
水
村
、
高
木

第
二
十
凹
港

日
〕
L

E
r
L
ゾ

1'.!t 

E也

小山[式 J日程 l止地主i二白E主連に附 f る与器(法政:JJ}~論Jh第一巷--'-YJÆ事問)
JJ、野11比た. æ~n~髄消史研究、 z，p->S6n
牧野信之助、近Il!:rl~製自護法府に~負新同に就て(腿虫地理二十五幸四班)
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村
、
城
村
、
池
内
村
、
志
紀
郡

ω西
老
原
村
、
来
者
原

村
等
郎
も
丹

vm滞
川
内
凶
内
側
地
の
金
村
に
瓦
っ
て
各

村
り
年
寄
庄
起
等
五
十
九
人
辿
印

ω
一
札
が
あ
一
る
ぐ
そ

れ
に
よ
れ
ば
劫
初
元
鋭
六
十
員
必
り
融
辿
古
和
成
崖
伸
一

兵
衛
4
り
受
付
し
も

ωが
、
安
永
九
子
年
で
は
利
金
が
一

政
っ
て
総
雨
百
八
十
人
員
五
汀
四
十
匁
ピ
な

h
・
そ
れ

を
笠
天
明
一
冗
並
年
よ

h
一
一
十
ヶ
年
賦
で
返
し
加
す
べ

3
約
一

来
的
路
、
飽
か
仁
七
民
百
晶
君
扮
匁
に
H
返
済
し
、
残
額

百
八
扮
J

官
民
間
汀
扮
匁
未
憐
の
ま
、
‘
で
あ
っ
た
が
、
純
一

生
抑
止
沙
り
粕
川
市
、
利
金
全
兎
、
一
冗
銀
六
拾
民
匁
誠
制
剛
一

I
、
天
明
内
反
年
よ
二
十
ヶ
年
賦
-
干
し
、
毎
歳
銀
二
一
一

回
日
{
州
毎
年
末
に
返
・
加
す
る
-
』
己
、

L
て
契
約
を
更
新

す
る
に
至
っ
た
O

ノピ

ω全
文
は
衣

ω一
如
〈
で
わ
る
Q

一

仙
川
川
山
叩
似
子
之
中

合

削

船

大

折

口

匁

山

文

丁

叫

布
之
叫
干
我
々
五
十
六
人
中
に
槌
に
副
U

劇
的
川
巾
断
抗
正
也
。
然
る
よ
一

は
町
民
年
J
O
手
争
事
勾
迄
査
ヶ
年
に
鋭
一
一
玩
白
地
二
十
ヶ
年
叫
に
勾
年
一

十
二
川
中
一
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